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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は、「立体偏心を有する 2 層 1 軸偏心木質架構の動的捩れ挙動と上下層の相互作用を考慮した捩れ応答評価とその設計

への応用に関する研究」と題し、以下の 8章から構成されている。 

第 1 章「序論」では、建築計画や敷地条件の関係から耐力要素が偏在しやすい戸建住宅では地震時に捩れ振動を生じやすく、

過去の地震においても木質住宅が大きく損傷もしくは倒壊した代表的な要因のひとつが捩れ振動であることから、木質住宅の捩

れ応答をより精確に評価する必要性を述べている。また、木質住宅の多くが 2階建てであるが、多層架構の捩れ応答は、上下層

の相互作用の影響により単層架構の捩れ応答とは異なるものの、その影響が弾塑性範囲において十分に検討されていないこと

と、評価法が存在しないことを指摘している。そのため、これらを解決することが重要であるとし、本研究の目的としている。

第 2 章「立体偏心を有する 2 層 1 軸偏心木質架構の振動台実験」では、面材耐力壁を耐力要素とし、剛床として扱える水平構

面を持つ、1/3 スケールの総 2階建て 1 軸偏心木質架構を用いた 1 軸加振実験を行っている。実験を通し、立体偏心による上下

層の相互作用が架構の応答変位や各構面の応力分布・外力分布、動的特性に及ぼす影響を弾塑性範囲において明らかにしている。

第 3 章「地震応答解析による立体偏心を有する 2 層 1 軸偏心木質架構の捩れ挙動の把握」では、地震応答解析を用いたパラメ

トリックスタディを行い、第 2章と同様に上下層の相互作用が架構の応答に及ぼす影響の他、2層がセットバックすることによ

る質量偏心の影響、水平構面が非剛床になることによる影響、線形架構と非線形架構の応答の違いを明らかにしている。なかで

も、上下層の相互作用により線形架構の応答が受ける影響には明確な傾向が存在するのに対し、非線形架構の場合、架構の損傷

状態により応答が大きく異なるため、明確な傾向が見られないことを指摘している。 

第 4 章「スリップ型特性を有する架構の等価線形化による最大応答予測」では、既存の等価線形化手法を用いた地震応答解析

を第 2章および第 3 章の結果と比較し、立体偏心を有する 2 層 1 軸偏心木質架構の最大応答を、等価線形モデルで再現可能であ

ることを確認している。また、等価線形モデルの 1 次モードのみを考慮した場合でも、本手法により非線形架構の最大応答値を

概ね再現できることを示している。 

第 5 章「立体偏心を有する剛床 2 層 1 軸偏心木質架構の振動特性評価法」では、剛床架構に対して部分モード法による固有値

計算を用い、上下層の相互作用が捩れ成分および並進成分の固有モード形状に与える影響をそれぞれに定式化している。剛床 2

層 1 軸偏心架構の固有モードにおける各層の捩れ成分からは各層を独立に扱った場合の水平方向の固有モード成分を、並進成分

からは捩れを無視した 2 層架構の高さ方向の固有モード成分を分離することで、上下層の相互作用が捩れ成分および並進成分の

固有モード形状に与える影響を評価している。すなわち、これにより、算出が煩雑であった剛床 2 層 1 軸偏心架構の固有モード

を、各層を独立に扱った場合の水平方向の固有モードと、捩れを無視した 2層架構の高さ方向の固有モードおよび上下層の相互

作用という算出が容易な 3つの指標から得ることを可能にしている。 

第 6 章「立体偏心を有する非剛床 2 層 1 軸偏心木質架構の振動特性評価法」では、第 5 章で示した理論を拡張し、非剛床 2

層 1 軸偏心架構の固有モードにおける各層の捩れ成分および並進成分から、剛床 2 層 1 軸偏心架構の固有モード成分を分離する

ことで、非剛床水平構面が固有モード形状に与える影響を、捩れ成分と並進成分のそれぞれに対して定式化している。 

第 7 章「2層 1軸偏心木質架構の動的効果と上下層の相互作用を考慮した耐震設計への応用」では、ここまでに得られた知見

と理論の応用例として、弾性設計と弾塑性設計について示している。木質住宅における現行の設計法では考慮されていない動的

効果と上下層の相互作用、非剛床の影響を考慮しており、非線形解析との比較から、より精度の高い設計が行えることを示して

いる。 

第 8 章「結論」では、各章で得られた結論を総括して述べ、今後の研究課題についてもまとめている。 

 以上を要するに、本論文では、2 層 1 軸偏心木質架構の地震応答に対する上下層の相互作用による影響を実験および解析の両

面から検討して明らかにし、その評価法と設計への応用方法を提案している。これにより、2層 1 軸偏心架構の捩れに対するよ

り信頼性の高い設計が可能であることを示している。本論文の成果により木質住宅の、捩れに対する信頼性の高い設計を簡易に、

行うことができ、耐震性向上に寄与することから、工学分野における学術的価値は高く、工学上貢献するところが大きい。よっ

て本論文は、博士(工学)の学位論文として十分価値があるものとして認められる。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 


